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広 報

世帯数 2,073戸
人 口 6,967人

男 3,357人
女 3,610人

出 生 男 1 女 2 計 3
死 亡 男 2 女 3 計 5

転 入 男 8 女 5 計13
転 出 男 3 女 7 計10

（平成12年７月31日現在）

町 民 の 動 き

９
第３６３号

女性イキイキセミナーで

親子環境教室を開催
私たちの美しい自然を守るため、セミナー

受講生が親子で正しいゴミの分別やリサイ

クル工作を行いました。

夏休みの

宿題じゃないよ

宇宙船 地球号を救え

女性イキイキセミナーは、勝浦町在住の女性のみなさんに積極的に社会参加していただくために平成11年度から実施してい

る女性のための講座です。本年度は環境について考える講座２回と地域活動の方法について学ぶ講座を３回実施します。
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今
年
の
徳
島
県
へ
の
台
風
到
来

は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
各

地
で
台
風
や
集
中
豪
雨
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
伊
豆

諸
島
で
は
火
山
の
噴
火
や
地
震
の

被
害
と
重
な
り
、
安
心
し
て
生
活

で
き
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

最
も
台
風
の
襲
来
の
多
い
季
節

と
な
り
、
勝
浦
町
で
も
過
去
に
台

風
や
集
中
豪
雨
の
大
被
害
を
経
験

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
気

象
情
報
に
十
分
注
意
を
払
わ
れ
る

と
と
も
に
、
災
害
時
の
備
え
を
万

全
に
し
て
く
だ
さ
い
。

洪水により堤防が決壊し民家が流された（棚野）

９
月
１
日

防
災
の
日

合
併
す
る
前
の
横
瀬
町
、
生
比
奈
村

に
か
つ
て
な
い
被
害
と
五
名
の
犠
牲
者

を
出
し
た
ジ
ェ
ー
ン
台
風
は
、
今
を
溯

る
五
十
年
前
の
昭
和
二
十
五
年
九
月
三

日
に
こ
の
地
域
を
襲
い
ま
し
た
。

当
時
、
戦
後
の
復
興
期
で
ま
ち
は
荒

廃
し
て
お
り
、
十
分
な
防
災
施
設
も
な

か
っ
た
と
は
い
え
、
誰
も
予
想
し
得
な

か
っ
た
多
く
の
災
害
と
悲
惨
な
結
果
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
改
め
て
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
々
の
安
ら
か
な
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

五
十
年
を
経
過
し
、
勝
浦
川
に
は
正

木
ダ
ム
や
堤
防
な
ど
が
整
備
さ
れ
災
害

対
策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ジ
ェ
ー

ン
台
風
の
教
訓
を
再
度
思
い
起
こ
し
、

台
風
襲
来
時
の
備
え
に
十
分
配
慮
し
て

く
だ
さ
い
。

当
時
、
横
瀬
町
役
場
に
奉
職
さ
れ
て

い
ま
し
た
山
田
宗
夫
さ
ん
（
坂
本
）
か
ら

ジ
ェ
ー
ン
台
風
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

勝浦町では、防災の火に演習用緊急

サイレンを鳴らし、訓練の合図にする

とともに、防災意識の啓発を図ります。

午前臼碓時に予告放送はいたします

が、火災でないのでご了解ください。

防災訓練

９月１日午前10時10分
演習サイレン放送

昭
和
二
十
四
年
八
月
十
八
日

ジ
ュ
デ
ィ
ス
台
風

九
月
二
十
～
二
十
一
日

暴

風

雨

昭
和
十
八
年
六
月
十
四
日

暴

風

雨

八
月
十
五
日

暴

風

雨

昭
和
十
六
年
七
月
二
十
五
日

暴

風

雨

九
月
五
日

台

風

昭
和
十
三
年
七
月
四
日

暴

風

雨

昭
和
十
年
六
月
二
十
七
日

暴

風

雨

昭
和
九
年
九
月
二
十
一
日

室
戸
台
風

昭
和
六
年
九
月
二
十
六
日

暴

風

雨

九
月
十
二
日

増

水

八
月
三
十
日

暴

風

雨

昭
和
三
年
八
月
十
八
～
十
九
日

暴

風

雨

水
害
の
発
生
年
月
日
・
名
称
等

中
角
堤
百
二
十
ｍ
決
壊

勝
浦
川
氾
濫
、
晩
稲
作
白
穂
化
し
農
作
物
の
被
害
甚
大

暴
風
雨
、
麦
作
流
さ
れ
る

勝
浦
川
増
水
氾
濫

勝
浦
川
増
水
氾
濫
、
た
ば
こ
葉
に
被
害

死
者
一
人
、
半
壊
家
屋
一
、
床
上
浸
水
三
十
七

勝
浦
川
増
水
、
た
ば
こ
葉
の
被
害
大

勝
浦
川
増
水
、
砂
利
水
田
に
混
入
、
新
築
中
の
生
比
奈
小
学

校
舎
倒
壊

生
比
奈
村
の
家
屋
八
〇
％
が
被
害
、
金
毘
羅
神
社
流
出
、
農

作
物
三
〇
％
減
収

勝
浦
川
増
水
堤
下
二
尺
、
生
比
奈
村
の
中
角
堰
決
壊

勝
浦
川
増
水
、
死
者
一
人

横
瀬
橋
流
失

沼
江
字
車
ノ
口
の
家
屋
浸
水

被

害

状

況

昭
和
以
後
の
過
去
の
水
害

（
勝
浦
町
史
よ
り
）

ジ
ェ
ー
ン
台
風
の
教
訓
を

忘
れ
な
い
た
め
に

昭和25年９月３日 ジェーン台風襲来!

（日）
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五
十
年
昔
の
台
風
を
省
り
み
て

山

田

宗

夫
（
坂
本
）

昭
和
二
十
五
年
九
月
三
日

、
横
瀬

町
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

歴
史
に
残
っ
た
「
ジ
ェ
ー
ン
」
台
風
は
、

前
古
未
曽
の
大
災
害
で
あ
っ
た
。
当
時
、

私
は
町
役
場
に
奉
職
し
て
い
た
の
で
、

被
害
状
態
を
役
場
だ
け
に
絞
っ
て
そ
の

実
情
を
振
り
返
っ
て
み
た
。

こ
の
日
は
日
曜
日
の
た
め
日
直
は
与

川
内
の
森
上
廣
美
氏
と
横
瀬
の
高
藤
加

津
美
さ
ん
の
二
人
で
、
役
場
の
机
上
十

㎝
に
及
ぶ
濁
流
に
襲
わ
れ
た
。
二
人
は
水

位
が
上
が
る
ま
で
に
役
場
職
員
二
十
余

名
の
机
の
引
出
と
日
常
事
務
に
必
要
な

書
類
等
全
部
を
二
階
に
運
び
、
最
後
に

二
階
か
ら
下
り
た
時
は
、
床
上
水
位
は
す

で
に
膝
を
没
す
る
程
に
侵
入
し
て
い
た
。

こ
の
台
風
で
一
番
困
難
を
極
め
た
の

は
戸
籍
簿
と
土
地
台
帳
等
重
要
書
類
で
、

い
つ
も
倉
庫
に
収
容
し
て
い
た
。
こ
れ

が
、
全
部
水
浸
し
と
な
り
、
毛
筆
で
書

い
た
黒
字
以
外
の
ほ
と
ん
ど
が
縮
か
ん

で
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
た
。
台
風
が

去
っ
て
二
日
目
か
ら
徳
島
地
方
法
務
局

の
係
官
が
毎
日
役
場
に
出
張
し
、
こ
の

戸
籍
簿
等
の
乾
燥
作
業
の
指
導
に
当
た

ら
れ
た
。
し
か
も
、
女
子
青
年
団
員
十

数
名
に
応
援
を
求
め
、
戸
籍
簿
を
一
枚

一
枚
ア
イ
ロ
ン
を
使
用
し
て
乾
燥
し
た
。

し
か
し
、
全
く
読
め
な
い
戸
籍
簿
は
二

名
の
職
員
が
徳
島
地
方
法
務
局
に
運
び
、

記
入
等
係
官
の
指
導
を
受
け
、
同
局
に

保
管
さ
れ
て
い
る
戸
籍
に
よ
り
修
正
し

た
。
こ
の
作
業
に
一
週
間
以
上
出
張
し

た
と
記
憶
し
て
い
る
。
土
地
台
帳
は
横

瀬
の
前
川
地
区
の
タ
バ
コ
乾
燥
場
を
借

受
け
、
職
員
三
名
が
荷
車
に
積
ん
で
搬

送
し
、
約
一
週
間
余
り
を
要
し
、
堺
屋

製
材
所
か
ら
寄
付
さ
れ
た
焚
木
を
燃
や

し
て
乾
燥
し
た
。
役
場
の
床
上
は
大
量

の
沼
が
溜
ま
り
、
そ
の
除
去
作
業
に
数

日
を
要
し
た
。

右
の
よ
う
な
状
況
で
役
場
事
務
は
緊

急
を
要
す
る
事
項
以
外
は
ほ
と
ん
ど
中

止
の
状
態
と
な
り
、
平
常
事
務
に
復
活
し

た
の
は
一
ヶ
月
後
で
あ
っ
た
。

以
上
、
当
時
の
災
害
の
あ
ら
ま
し
で

五
十
年
昔
を
振
り
返
っ
て
光
陰
は
矢
の

如
し
と
か
五
十
年
目
の
九
月
三
日
も
日

曜
日
で
な
ん
だ
か
皮
肉
な
感
が
し
、
心

の
一
角
に
ひ
っ
か
か
り
底
冷
え
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
九
月
八
日

台
風
十
七
号

六
月
三
十
日

台
風
八
号

昭
和
四
十
九
年
六
月
四
日集

中
豪
雨

昭
和
四
十
七
）年
九
月
十
六
日

台
風
二
十
号

昭
和
四
十
六
年
八
月台

風
二
十
三
号

昭
和
四
十
五
年
八
月

台
風
十
号

昭
和
四
十
四
年
八
月

台
風
九
号

九
月
二
十
六
日

集
中
豪
雨

昭
和
四
十
三
年
七
月

台
風
四
号

九
月
十
四
日

集
中
豪
雨

昭
和
四
十
年
九
月
十
日

台
風
二
十
三
号

昭
和
三
十
九
年
九
月
二
十
四
日

台
風
六
号

昭
和
二
十
五
年
九
月
三
日

ジ
ェ
ー
ン
台
風

九
月
十
二
～
十
三
日

キ
ジ
ア
台
風

町
道
与
川
内
中
道
線
、
犬
伏
尾
谷
川
の
崩
壊
等

日
浦
山
が
幅
三
十
ｍ
に
わ
た
り
崩
壊

床
上
浸
水
七
、
床
下
浸
水
三
十
、
橋
二
ヶ
所
流
失
、
一
ヶ
所

破
損
、
県
道
不
通
五
ヶ
所
、
堤
防
、
護
岸
決
壊
流
失
五
ヶ
所

死
者
一
人
、
床
下
浸
水
二
十
五
、
道
路
、
河
川
、
が
け
く
ず

れ
、
田
、
畑
被
害

床
上
浸
水
二
十
六

床
上
浸
水
八

床
上
浸
水
十
一
、
田
・
畑
冠
水
八
十
五
ha
、
道
路
十
八
ヶ
所
、

河
川
八
ヶ
所
被
害

平
地
部
冠
水

道
路
七
ヶ
所
、
河
川
十
四
ヶ
所
、
田
、
畑
、
人
家
被
害

全
壊
家
屋
二
、
半
壊
家
屋
四
、
床
上
浸
水
三
十
六
、
み
か
ん

園
被
害

全
壊
家
屋
三
、
半
壊
家
屋
十
三
、
床
上
浸
水
三
十
、
床
下
浸

水
九
十
三

横
瀬
中
学
校
体
育
館
屋
根
飛
ぶ
、
崩
壊
家
屋
三

横
瀬
町
―
死
者
五
人
、
流
失
家
屋
二
十
二
、
倒
壊
家
屋
十
七
、

半
壊
家
屋
十
九
、
床
上
浸
水
二
百
七
十
、
床
下
浸
水

三
百
五
十
五
、
堤
防
決
壊
三
、
橋
梁
流
失
五
十
六
等

生
比
奈
村
―
全
壊
家
屋
二
十
、
半
壊
家
屋
三
十
四
、
床
上
浸
水

三
百
四
十
、
床
下
浸
水
二
百
、
堤
防
決
壊
八
、
橋

梁
流
失
四
十
八
等

洪水で浸水し孤立する住宅

横瀬橋が一部流失する

台風災害を防ぐために

屋外
風で物が飛ばないように固定する

避難場所とそこまでの経路・手段を確認する

屋内
非常用品を準備する

水・電気・ガスなどが止まった時の備えをする

屋外
不要不急の外出を控える

増水した川や崩れる危険のある傾斜地から離れる

屋内
最新の台風情報、注意報や警報の発表
状況に気をつける

非常用品を確認し、避難に備える

注意報や警報

が出るまでに

注意報や警報

が出たら

（日）
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徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

第７回

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
勝
浦
町
予
選

第
七
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
勝
浦
町
予
選
が
、
七
月
二
十
四
日
か
ら
勝
浦
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
て
、
成
年
の
部
十
四
チ
ー
ム
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
年
の
部
決
勝
戦
は
、
た
な
の
対
生
名
の
対
戦
と
な
り
、
生
名
が
勝

利
を
お
さ
め
勝
浦
町
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

代
表
に
は

成

年

の

部

生

名

実

年

の

部

清
流
ク
ラ
ブ

家
庭
婦
人
の
部

生
比
奈
ク
ラ
ブ

山

西

掛

久

国

坂

本

生

名

横

瀬

今

山

あ
ゆ
っ
こ

球
友
ク
ラ
ブ

中

山

黒

岩

連

星

谷

た

な

の

石

原

く
い
だ
お
れ

生 名

私が、最初勝浦に来たとき、指導について何

も知らなかったばかりか、私が良い教師になれ

るかどうかもわかりませんでした。しかしなが

ら、勝浦町のみなさんの温かさ、誠実さ、親切

心が仕事においても、私生活においても、私を

励ましてくださいました。毎日の生活は、孤独

と言語のバリアーに対する不満がつのり、たっ

た１人の外国人居住者としていつも気楽なもの

ではありませんでした。

それにしても、並々ならぬ大小の親切は辛い

日々から私を救ってくださいました。バスの運

転手、タクシー運転手、受付窓口の女性のみな

さん、町役場の職員、ビデオ屋店長、パチンコ

屋店長、ガソリンスタンド店員生徒のみなさん、

（大人、小学生、中学生）、２年間相互理解と学

習をありがとうございました。

Oya Johnson
オ ヤ ジョンソン勝浦町のみなさん

ありがとう
そしてさようなら

成
年
の
部
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花
あ
る
生
活
を
夢
み
る
あ
な
た
へ

｢

結
婚
相
談
員
奮
戦
の
記
」

ブーム招来!
人
生
に
こ
の
世
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う

あ
の
文
豪
漱
石
が
小
説
「
草
枕
」
中
で
「
こ
の
世
を

作
っ
て
い
る
の
は
鬼
で
な
け
れ
ば
神
で
も
な
い
。
向
こ

う
三
軒
両
隣
に
ち
ら
ち
ら
す
る
た
だ
の
人
間
で
あ
る
」

と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
す
。
こ
の
世
を
作
っ
て
い

る
の
は
た
だ
の
男
と
女
な
の
で
す
。

今
、
人
生
は
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
長
く
な
っ
た
、
一

人
で
は
つ
ま
ら
な
い
で
す
。
結
婚
し
て
こ
の
世
の
花
を

咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
昔
の
人
が
い
う
よ
う
に
、
運

と
縁
と
は
ど
こ
に
あ
る
や
ら
わ
か
り
ま
せ
ん

幸
せ
は

山
の
彼
方
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い
そ
こ
ら

の
身
近
に
あ
る
の
で
す
。
結
婚
は
人
生
峠
に
咲
く
大
輪

の
花
で
す
。
今
年
は
二
〇
〇
〇
年
、
来
年
は
二
〇
〇
一

年
。
出
雲
の
神
様
も
出
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。
私
も
出

会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
お
見
合
い
の
場
を
作
る
べ
く
延
べ

二
千
百
七
十
㎞
を
か
け
め
ぐ
り
ま
し
た
。

週
二
回
、
火
曜
日
、
木
曜
日
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の

相
談
活
動
は
だ
い
ぶ
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、「
乗

り
遅
れ
組
」旺あ
き
ら
め
組
」
や

旺女
性
の
晩
婚
現
象
」

が
見
ら
れ
、
思
う
に
ま
か
せ
ま
せ
ん
。
日
本
列
島
津
々

浦
々
、
過
疎
化
、
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
み
深
刻
で
す
。

旺
こ
ん
な
事
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
憂
慮
さ
れ
て
い

る
方
も
決
し
て
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、「
勝

浦
町
活
性
化
結
婚
推
進
連
絡
会
の
看
板
を
掲
げ
、
若
者

が
集
い
・
子
ど
も
が
は
し
ゃ
ぎ
・
歌
声
が
こ
だ
ま
す
る

町
を
つ
く
る
べ
く
奮
戦
中
で
す
。
残
暑
厳
し
き
折
、
ご

自
愛
専
一
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

謝
々

勝
浦
町
活
性
化
結
婚
推
進
連
絡
会

勝
浦
町
嘱
託
専
門
結
婚
相
談
員

福

良

健

番号 地 区 氏 名 電話番号 番号 地 区 氏 名 電話番号

１ 会 長 今 岡 重 幸 ２－３４６３ 臼臼 黒 岩 岸 岡 幸 子 ２－２４８７

２ 副 会 長 坪 井 一 ２－２４９４ 臼渦 星 谷 木 尾 文 一 ２－４０５２

３ 町 全 体 谷 敏 治 ２－２１１５ 臼嘘 久 国 久 保 肇 子 ２－２４１１

４ 町 全 体 森 川 福 市 ２－３５５０ 臼唄 棚 野 山 野 光 子 ２－３４３７

５ 沼江・石原 鈴 木 鹿 子 ２－４７１８ 臼欝 中 山 栗 城 初 江 ２－２８２９

６ 掛 谷 野 上 伊佐子 ２－３５３４ 臼蔚 横 瀬 定 作 ミサコ ２－２０５２

７ 山 西 武 市 卓 雄 ２－３８１４ 臼鰻 横 瀬 稲 井 稔 ２－２１８９

８ 中 角 鈴 木 キヨ子 ２－２６６０ 臼姥 与 川 内 山 田 耕 造 ２－２１２０

９ 生 名 高 木 三知雄 ２－２９２１ 臼厩 坂 本 稼 勢 紗枝子 ２－３８６６

臼碓 今 山 大久保 和 子 ２－２９１２ 渦碓 坂本・生名 河 野 敬 三 ２－４８４８

【事務局連絡先】 〒鰻鰻臼-唄嘘碓嘘勝浦町大字生名字東臼臼 福 良 健 ２－３１９１

●

毎
週
火
・
木
曜
日
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
結
婚
相
談
所
を
開

い
て
い
ま
す
。
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

毎
回
三
～
五
人
き
て
い
ま
す
。

●

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
と
し
て
、
第
二
回
「
全
徳
島
風
と

緑
と
ロ
マ
ン
の
会
」
を
開
き
ま
す
。
九
月
三
十
日

午

後
六
時
か
ら
徳
島
駅
近
く
の
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
す
。

会
費
は
三
千
九
百
八
十
円
（
女
性
は
優
遇
・
記
念
品
）。

飲
み
放
題
・
食
い
放
題
・
歌
い
放
題
。
総
合
司
会
は
桂

七
福
。
連
絡
申
し
込
み
先
は
福
良

健
。
ハ
ガ
キ
で
九

月
十
五
日
必
着
。
神
山
町
と
の
共
催
。
阿
南
市
、
鳴
門

市
も
提
携
し
て
い
ま
す
。

●

勝
浦
ロ
マ
ン
の
会
（
会
長

今
岡
重
幸

外
十
九
名
）

は
奇
数
月
の
第
二
木
曜
日
例
会
（
年
六
回
総
会
一
回
、
視

察
会
一
回
、
計
八
回
）
メ
ン
バ
ー
は
別
掲
の
と
お
り
で
す
。

●

専
門
相
談
員
が
自
宅
で
連
絡
所
を
持
っ
て
町
外
と
の
連

絡
に
当
て
て
い
ま
す
。
釣
書
も
約
三
百
通
整
え
て
い
ま

す
。
気
安
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

結
婚
促
進
の
た
め
の
「
結
婚
促
進
寿
会
（
十
名
、
年
四
回

会
合
）
を
開
い
て
い
ま
す
。
近
く
も
う
一
つ
会
の
結
成
を

計
画
中
で
す
。
ご
希
望
有
志
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●

町
民
愛
唱
歌
「
こ
ん
な
エ
エ
と
こ
勝
浦
の
町
」
の
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

申
し
込
み
先

生
名

福

良

健
ま
で

二
―
三
一
九
一

平成12年度 勝浦町花嫁花婿相談委員会委員名簿 （市外局番 ０８８５４）

（土）



月額臼,欝渦碓円
年額臼姥,渦唄碓円

月額渦,渦姥碓円
年額渦鰻,嘘蔚碓円

月額嘘,碓唄碓円
年額嘘蔚,唄姥碓円

月額嘘,姥碓碓円
年額唄欝,蔚碓碓円

月額唄,欝蔚碓円
年額欝唄,鰻渦碓円

嘘,碓唄碓円×碓.欝

嘘碓唄碓円×碓.鰻欝

嘘,碓唄碓円×臼.碓

嘘,碓唄碓円×臼.渦欝

嘘,碓唄碓円×臼.欝

６

の保険料納付
介護保険の財源は、公費と唄碓歳以上の人が

納める保険料です。介護サービスを充分に整

えるため、そして介護が必要となったときに

誰もが安心してサービスを利用できるように、

納付にご協力をお願いいたします。

保険料を納めて
みんなで介護を支えます

半額からスタートします
平成臼渦年４月から始まっている介護保険制度。新

しい制度に慣れていただくため、蔚欝歳以上の人の保

険料は、今まで国が負担してきました。平成臼渦年臼碓

月より、保険料の納付が半額から始まります。

臼渦年４月 臼碓月 臼嘘年４月 臼碓月 臼唄年４月

平成臼渦年度 平成臼嘘年度 平成臼唄年度

徴収なし

まずは

半額から

区 分 納期限

第１期 ７月嘘臼日

第２期 ８月嘘臼日

第３期 ９月嘘碓日

第４期 臼碓月嘘臼日

第５期 臼臼月嘘碓日

第６期 臼渦月渦欝日

※納期限が金融機関等の休業日にあたる場合に
は、翌営業日が納期限になります。

普
通
徴
収
保
険
料
の
お

支
払
い
は
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
で
！

普 通 徴 収

生活保護受給者および
老齢福祉年金受給者であって
世帯全員が市町村民税非課税の方など

世帯全員が市町村民税非課税
の方など

世帯の誰かに市町村民税が課税
されているが、本人は市町村
民税非課税の方

本人が市町村民税課税で
前年の合計所得金額が
渦欝碓万円未満の方

本人が市町村民税課税で
前年の合計所得金額が
渦欝碓万円以上の方

は いあなたは、

老齢福祉年金
を受給して

いますか？ いいえ

※老齢福祉年金・遺族年金・障害年

金・恩給については、年金からの

差し引きの対象となりません。

普通徴収の人には
口座振替が便利です

普通徴収される予定の方には、

後日口座振替のための依頼書

等を送付します。

第１

段階

第２

段階

第３

段階

第４

段階

第５

段階

臼渦年度 臼嘘年度 臼唄年度以降

唄,欝蔚碓円 臼嘘,蔚姥碓円 臼姥,渦唄碓円

蔚,姥唄碓円 渦碓,欝渦碓円 渦鰻,嘘蔚碓円

厩,臼渦碓円 渦鰻,嘘蔚碓円 嘘蔚,唄姥碓円

臼臼,唄碓碓円 嘘唄,渦碓碓円 唄欝,蔚碓碓円

臼嘘,蔚姥碓円 唄臼,碓唄碓円 欝唄,鰻渦碓円

年度別保険料の年額

半 額 半 額 全 額 全 額
！



７

世帯の誰かが

課税されていますか

いいえ

はじまります 介護保険
65歳以上のみなさんへ

平成12年

10月分より

65歳以上の人（第１号被保険者）の保険料

月 別 納付日

４ 月 ４月臼欝日

６ 月 ６月臼欝日

８ 月 ８月臼欝日

臼碓月 臼碓月臼欝日

臼渦月 臼渦月臼欝日

２ 月 ２月臼欝日

特 別 徴 収

特別徴収で納めます
年金の定期払い（年６回）の際に、介護

保険料があらかじめ差し引かれます。

老齢（退職）年金 年額18万円以上の人
（月額１万欝,碓碓碓円以上の人）

普通徴収で納めます
送付される納付書にもとづき、介護保険

料を市区町村に個別に納めます。

老齢（退職）年金 年額18万円未満の人
（月額１万欝,碓碓碓円未満の人）

納 め 方

原則として年金から納めま

す。年金額によって納め方

は２種類に別れています。

決まり方

まず、市区町村がどのくら

いの介護サービスを提供で
きるかなどに応じた基準額

を算出し、その上で、所得

段階別に保険料額が決めら
れます。

チ
ャ
ー
ト
で
わ
か
る
あ
な
た
の
保
険
料

い
い
え

あなたの

所得段階は？

蔚欝歳

以上の方

あなたは、

生活保護を受給
していますか？

あなたは、

市町村民税が
課税されて

いますか？

あなたは、前年の合計所得金額

が渦欝碓万円以上でしたか？

は

い

は い

いいえは
い

ス
タ
ー
ト

いいえ

は

い

！



８

敬老町民のつどい

本町では多年にわたり社会の進展に寄与してこられ

た高齢者を敬愛し、ご長寿をお祝いするため、今年も

９月臼欝日（敬老の日）に勝浦町農村環境改善センター

において敬老町民のつどいを開催します。

このつどいに出席される方は、９月１日現在で満鰻渦歳

以上になられる方で総勢臼,渦臼唄人（７月臼碓日現在）です。

当日の式典では、長寿者（百歳以上と今年度百歳到

達者）に対する祝い状が内閣総理大臣（伝達）や徳島

県知事から贈られます。また、老人クラブ活動推進者

に対する表彰、米寿（姥姥歳）・喜寿（鰻鰻歳）の方々に

記念品、姥碓歳以上の方々（一年以上勝浦町に住所を有

している方）には、敬老年金をお贈りします。

午後からは婦人会（中山支部）による踊りと昨年と

同一のプロダクションによります演歌ショー（女性２

名）を予定していますので、ゆっくりとご観覧いただ

きおくつろぎください。

なお、今年初めての試みとして農村環境改善センター

で実施するということで、会場内での混雑も予想され

ますが、何とぞご理解いただき楽しい１日をお過ごし

ください。

町では、お年寄りの長寿を祝い、町民の敬老思想の

高揚を図り、高齢者の福祉の増進に寄与するため、町

では姥碓歳以上の方に敬老年金をお贈りします。

※受給資格は、９月１日現在において引き続き１年以上勝浦町

に住所を有している満姥碓歳以上の方が対象です。昨年の９月

２日から今年の９月１日までに一度でも転出された方は対象

となりません。

・姥碓歳以上の方 欝,碓碓碓円 対象者 唄嘘碓人

・厩碓歳以上の方 臼碓,碓碓碓円 対象者 姥碓人

ご長寿おめでとうございます
－勝浦町長寿者臼碓傑－（男女別・敬称略）

男 性 女 性

氏 名 住所 年齢 生年月日 順位 氏 名 住所 年齢 生年月日

清 水 源太郎 中山 臼碓碓 明嘘渦．９．臼欝 １ 正 木 フジヱ 生名 厩厩 明嘘嘘．臼臼．６

宮 本 得 藏 久国 厩蔚 明嘘蔚．臼臼．渦鰻 ２ 時 本 トヨノ 中角 厩厩 明嘘唄．２．臼臼

中 西 久 甫 久国 厩蔚 明嘘鰻．２．渦嘘 ３ 岡 田 ヨシヱ 今山 厩姥 明嘘唄．９．４

高 田 定 市 星谷 厩欝 明嘘鰻．臼碓．臼蔚 ４ 田 村 ヤ ス 久国 厩姥 明嘘欝．６．臼蔚

高 田 恭 二 棚野 厩唄 明嘘姥．臼碓．５ ５ 柴 田 ヤスヱ 中角 厩姥 明嘘欝．８．嘘碓

日 浦 義 雄 坂本 厩唄 明嘘厩．１．５ ６ 坪 井 カ ズ 中山 厩鰻 明嘘蔚．５．嘘碓

池 窪 辰太郎 坂本 厩嘘 明嘘厩．臼渦．臼姥 ７ 松 下 キヌヱ 沼江 厩蔚 明嘘蔚．９．渦鰻

杉 山 四 郎 中角 厩嘘 明唄碓．５．渦渦 ８ 寺 谷 菊 ヱ 横瀬 厩蔚 明嘘蔚．臼碓．渦姥

中 川 勝 次 横瀬 厩渦 明唄臼．２．２ ９
盛 田 ヌ イ 生名 厩蔚 明嘘蔚．臼臼．渦欝

坂 口 キクヱ 星谷 厩蔚 明嘘蔚．臼臼．渦欝

鶴 代 重 雉 沼江 厩渦 明唄臼．５．渦鰻 臼碓

（平成臼渦年９月１日現在）

☆今年度の該当者は
昭和３年９月１日以前に生まれた方

と き ９月臼欝日 午前臼碓時

ところ 勝浦町農村環境
改善センター

催 し 敬老の日の式典（午前）

芸 能 大 会（午後）

持参品 案内ハガキ

昨年のオープニング横瀬保育所園児によるプロローグ

第31回

80歳以上の方に敬老年金を支給

（金）



９

父と話したこと

昨
日
、
父
と
人
権
に
つ
い
て
の
話
を

し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
人
権
作
文

の
募
集
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
私
が
自

分
の
思
い
を
ま
と
め
て
み
た
い
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
話
し
た
か
ら
で
す
。

父
は
昭
和
二
十
二
年
に
呉
市
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
呉
市
に
は
海
軍
基
地
が
あ
っ

た
か
ら
混
血
の
同
級
生
が
多
く
い
た
そ

う
で
す
。
そ
の
中
の
一
人
に
黒
人
と
の

混
血
の
女
の
子
が
い
ま
し
た
。
背
が
高

く
明
る
く
活
発
な
子
で
、
中
学
校
に
入

学
し
て
か
ら
は
父
と
同
じ
陸
上
部
に
入

り
、
二
人
は
仲
良
し
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

夏
休
み
の
あ
る
日
、
彼
女
は
、
い
つ

も
出
て
い
た
部
活
を
珍
し
く
休
み
ま
し

た
。
そ
れ
が
三
日
も
続
い
た
の
で
心
配

に
な
り
、
父
達
ク
ラ
ブ
の
仲
間
は
飲
み

屋
の
一
角
に
あ
る
彼
女
の
家
に
行
き
ま

し
た
。
家
に
着
く
と
彼
女
の
母
親
が
出

て
き
て
こ
う
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

「
も
う
陸
上
部
に
も
学
校
に
も
行
き
た

く
な
い
っ
て
言
っ
と
る
ん
よ
。
い
じ
め

ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
ね
ぇ
。
身
体
じ
ゅ
う

に
私
の
オ
シ
ロ
イ
塗
っ
て
泣
い
と
る
ん

よ
。
色
が
黒
い
だ
け
で
な
ん
で
い
じ
め

ら
れ
ん
に
ゃ
あ
い
け
ん
の
？
」

そ
の
時
、
父
は
何
と
答
え
て
良
い
の

か
わ
か
ら
ず
黙
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
今

も
父
は
、
そ
の
家
の
場
所
ま
で
覚
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
二
学
期
に
な
る
と
彼
女
は

学
校
に
は
出
て
き
た
そ
う
で
す
。
で
も

以
前
の
よ
う
な
元
気
を
な
く
し
て
い
ま

し
た
。
時
々
出
て
く
る
部
活
で
は
、
少

し
で
も
肌
の
色
を
隠
そ
う
と
す
る
の
か
、

い
つ
も
長
袖
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
着
て
い

た
そ
う
で
す
。

あ
る
日
の
放
課
後
、
体
育
館
の
足
洗

い
場
で
彼
女
が
数
人
の
上
級
生
の
男
子

か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を
、
父
は

偶
然
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
光
景

は
今
で
も
く
っ
き
り
と
目
に
焼
き
つ
い

て
離
れ
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
彼
女
が
評
判
の
悪
い
上
級
生
数

人
か
ら
顔
を
押
さ
え
つ
け
ら
れ
、「
こ
れ

で
拭
い
た
ら
顔
が
白
く
な
る
で
ー
。
」

と
足
拭
き
雑
巾
で
顔
を
拭
か
れ
て
い
る

光
景
で
す
。
父
は
そ
の
時
、
勇
気
を
出

し
て
止
め
に
行
こ
う
と
し
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
こ
へ
行
き
着
く
ま
で
に
逆

に
恐
ろ
し
く
な
り
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ

出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
彼

女
は
学
校
に
来
な
く
な
り
、
そ
の
ま
ま

中
学
校
を
卒
業
し
た
そ
う
で
す
。

そ
う
し
て
、
彼
女
の
こ
と
も
忘
れ
か
け

た
高
校
三
年
の
夏
、
突
然
彼
女
が
自
殺

し
た
ら
し
い
と
い
う
、
う
わ
さ
を
聞
き
、

中
学
生
時
代
の
あ
の
光
景
が
思
い
出
さ

れ
て
、
当
分
の
間
シ
ョ
ッ
ク
で
食
事
も

喉
を
通
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
な
ぜ
、

あ
の
時
、
彼
女
を
助
け
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
。
な
ぜ
逃
げ
た
の
か

」
と
今

で
も
昔
の
こ
と
を
思
い
出
す
た
び
に
、

父
は
後
悔
し
て
も
し
き
れ
な
い
自
分
の

弱
さ
に
苦
し
む
そ
う
で
す
。
も
し
も
、

父
の
立
場
に
私
が
立
っ
て
い
た
ら

…
…
私
は
ど
ん
な
行
動
が
と
れ
た
で
し
ょ

う
か
？
話
を
聞
い
た
だ
け
で
も
恐
ろ
し

い
状
況
の
中
で
、
私
自
身
、
一
体
ど
ん

な
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か

。
き
っ

と
父
と
同
じ
よ
う
に
逃
げ
帰
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
生
、
後
悔

し
て
生
き
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

昔
も
今
も
人
種
差
別
や
い
じ
め
は
同

じ
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
一
人
一

人
が
勇
気
を
持
た
な
け
れ
ば
決
し
て
な

く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
話
を

父
か
ら
聞
い
て
私
は
自
分
が
体
験
し
た

よ
う
に
心
が
痛
み
ま
し
た
。
父
は
も
っ

と
ず
っ
と
苦
し
い
思
い
を
し
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
、
子
ど
も

で
あ
る
私
に
話
す
こ
と
は
と
て
も
辛
か
っ

た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

心
な
い
言
葉
や
行
動
が
か
け
が
え
の

な
い
人
の
命
さ
え
も
現
実
に
失
わ
せ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
権
は
、
い
い
か
げ
ん
な
気
持
ち
で

扱
っ
て
は
絶
対
に
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

そ
し
て
、
日
本
人
の
中
に
も
、
肌
の

色
の
違
い
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
け
ど
、
色

で
の
差
別
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
の

に
黒
人
と
い
う
、
肌
の
色
が
違
う
だ
け

で
な
ぜ
差
別
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
な
ぜ
い
じ
め
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
…
…
。
自
分
よ
り
弱
い
人
を
い
じ

め
て
、
し
か
も
一
人
で
は
い
じ
め
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
弱
い
人
間
が
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
の
中
の

た
っ
た
一
人
で
も
い
じ
め
を
や
め
れ
ば

い
つ
か
は
、
み
ん
な
や
め
る
と
私
は
思

い
ま
す
。
最
初
に
い
じ
め
を
や
め
る
人

の
勇
気
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
一
人
一
人
が
勇
気

を
持
た
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
差
別
問
題
は
解
決
し
な
い
し
、
こ
の

ま
ま
だ
と
反
対
に
増
え
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

小
さ
な
勇
気

た
っ
た
一
言
「
止

め
よ
う
よ
。
」
と
言
う
こ
と
ば
を
、
私

自
身
が
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら



英
会
話
教
室
の

受
講
生
募
集

総 務 課 ２－２５１１

議会事務局 ２－２５１３

住 民 課 ２－１５０１

福 祉 課 ２－１５０２

税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４

産業振興課 ２－１５０５

建 設 課 ２－１５０６

教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

イグアノドン

国
際
化
時
代
に
対
応
す
る
人
づ
く
り
を
目

指
し
、
社
会
総
合
大
学
の
一
環
と
し
て
「
英

会
話
教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
ロ
ビ
ン
さ
ん
が
夜
間
に
英
会
話
の

指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
九
月
十
五
日

ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
開
設
期
間
】

平
成
十
二
年
九
月
か
ら
約
一
年
間

（
毎
週
水
曜
日
）

・
初
級
コ
ー
ス

初
心
者
・
今
ま
で
英
会
話
教
室
に
参
加

し
た
こ
と
の
な
い
方

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で

・
中
級
コ
ー
ス

午
後
八
時
四
十
五
分
か
ら
九
時
四
十
五

分
ま
で

【
場

所
】

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
募
集
人
員
】

・
初
級
コ
ー
ス

二
十
五
名

・
中
級
コ
ー
ス

二
十
五
名

各
コ
ー
ス
と
も
定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

【
対

象

者
】

町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は
勤

務
す
る
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
年
間
を
通

じ
て
受
講
で
き
る
者
（
中
高
・
大
学
生
は

受
講
で
き
ま
せ
ん
）

【
講

師
】

【
開

講

式
】

日
時

九
月
二
十
日

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階
研
修
室

臼碓

ヴァーラル・

ロビン・ダンカンさん

勝
浦
町
の
新
し
い
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ

リ
ー
出
身
で
す
。
近
く
に
は
バ
ン
フ
や

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
が
あ
り
ま
す
。
ず
っ
と

カ
ル
ガ
リ
ー
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

家
族
で
よ
く
旅
行
に
で
か
け
た
り
も
し

ま
し
た
。
大
学
で
は
英
文
学
を
専
攻
し

て
い
ま
し
た
が
、
ア
ジ
ア
の
文
化
に
つ

い
て
も
勉
強
し
ま
し
た
。
マ
ン
ガ
、
仏

教
、
西
田
幾
太
郎
の
哲
学
な
ど
、
他
に

も
日
本
や
中
国
の
こ
と
に
つ
い
て
た
く

さ
ん
勉
強
し
ま
し
た
。
日
本
語
は
少
し

習
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
あ
ま
り
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て

勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
趣
味
の
多
く
は
日
本
に
関
係
し

て
い
ま
す
。
本
や
マ
ン
ガ
（
今
は
ま
だ

両
方
と
も
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
も
の

で
す
が
）
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
す
。

詩
や
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
い
た

り
も
し
ま
す
。
音
楽
（
英
語
で
も
日
本

語
で
も
Ｏ
Ｋ
な
ん
で
す
が
）
を
聞
く
こ

と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
大
好
き
な

日
本
の
バ
ン
ド
は
Ｘ
―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
で

す
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
三
年
間
剣
道
と
居

合
道
を
し
て
い
ま
し
た
。
ス
キ
ー
も
し

ま
す
が
、
大
学
で
は
忙
し
く
て
あ
ま
り

す
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
座
禅
、
太
鼓
、
書
道
な
ど
日
本
で

学
び
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
も
私
の
日
本
語
が
も
っ
と
上
手
に
な

る
ま
で
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
み
な
さ
ん
が
私
の
こ
と
を

理
解
し
て
く
だ
さ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

勝
浦
町
の
み
な
さ
ん
は
と
て
も
親
切
で
、

勝
浦
の
町
は
と
て
も
美
し
い
で
す
。
私

は
も
う
こ
こ
が
私
の
故
郷
だ
と
思
う
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
勝
浦
に
来
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
友
達
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

勝
浦
町
の
み
な
さ
ん
「
こ
ん
に
ち
は
」

（水）



Information

お
家
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

わ
ん
ぱ
く
教
室
へ

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
！

九
月
の
予
定

10月1日 28日 21日 14日 ７日

・
運
動
会

生
小
運
動
場

（
雨
天
生
小
体
育
館
）

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

（
リ
ズ
ム
遊
び
、
八
殴九
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
）

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

（
保
健
婦
さ
ん
に
よ
る
歯
み
が
き
指
導
）

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
）

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

（
絵
本
を
見
る
）

受
講
対
象
者

原
則
と
し
て
六
十
歳
以
上
の
方

開

始

日

十
一
月
八
日
か
ら

十
一
月
十
二
日

五
日
間

（
継
続
し
て
受
講
で
き
る
方
）

開
催
場
所

勝
浦
町
図
書
館

視
聴
覚
室

定

員

二
十
名

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。）

受

講

料

無

料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

二
―
四
六
五
二

毎
週
木
曜
日
生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
、
園
庭
）

十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分

・
生
比
奈
保
育
所
の
園
庭
と
リ
ズ
ム
室
で
好
き
な
遊

び
を
し
た
り
、
リ
ズ
ム
遊
び
や
紙
芝
居
を
見
た
り

し
て
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
暑
い
時
期
で
す
の

で
、
水
筒
に
お
茶
を
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

障
害
の
状
況
や
遠
隔
地
で
あ
る
等
の
理
由

に
よ
り
、
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
に
直
接

来
所
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
（
こ
の
よ
う
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

・
身
体
障
害
者
の
補
装
具
（
義
足
・
補
聴

器
等
）
の
給
付
を
受
け
た
い

・
給
付
さ
れ
た
補
装
具
の
適
合
判
定
を
受
け
た
い

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い

・
身
体
障
害
者
の
施
設
を
利
用
し
た
い

・
身
体
障
害
者
福
祉
の
諸
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い

・
生
活
全
般
、
そ
の
他
困
っ
て
い
る
こ
と
で
相
談
し
た
い

日

程

・
日

時

九
月
七
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
二
時

受
付

・
場

所

勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家

・
相
談
科
目

整
形
外
科
・
耳
鼻
科
・
眼
科

申
し
込
み

予
約
制
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
必

ず
役
場
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

費

用

無

料

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
立
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所

徳
島
市
西
新
浜
町
二
丁
目
三
番
七
八
号

〇
八
八
―
六
六
二
―
二
五
二
七

臼臼

勝浦町役場住民課 ２－１５０１

平成臼渦年臼碓月臼日

住
む
町
が
よ
み
が
え
る

日
本
が
み
え
る

国
勢
調
査
は
、
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

○

国
勢
調
査
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
、
人
口
と
世
帯
に
関
す
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

○

十
月
一
日
現
在
の
皆
さ
ん
の
状
況
を
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○

国
勢
調
査
で
は
、
世
帯
構
成
や
住
宅
の
状
況
、
就
業
状
態
、
通
勤
・
通
学
地
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

○

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
社
会
福
祉
、
環
境
、
教
育
、
住
宅
な
ど
、
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の

お
知
ら
せ

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
受
講
生
募
集

月 日 時 間 講 座 名 講 座 内 容

臼臼月８日 臼碓:碓碓
～臼渦:碓碓

w o r d
入門編①

１．wordの起動と画面構成

２．文字の入力方法
３．いろいろな文字入力

〃
臼嘘:嘘碓

～臼欝:嘘碓

w o r d

入門編②

１．文字の入力方法・キーボード練習

２．文字列の編集・コピー・移動・削除

臼臼月９日 臼碓:碓碓
～臼渦:碓碓

w o r d
入門編③
w o r d
入門編④

１．フォントサイズ、文字飾りの設定
２．保 存
３．印 刷
４．ビジネス文書の作成

〃
臼嘘:嘘碓
～臼欝:嘘碓

w o r d
入門編⑤

１．ビジネス文書の編集と仕上げ
２．印刷機能

臼臼月臼碓日 臼碓:碓碓

～臼渦:碓碓

E x c e l

入門編①

１．Excelの起動と画面構成

２．文字の入力方法・修正方法

臼臼月臼臼日 臼碓:碓碓
～臼渦:碓碓

E x c e l
入門編②

１．コピー・移動方法
２．表の作成・式の入力

〃
臼嘘:嘘碓

～臼欝:嘘碓

E x c el
入門編③
E x c e l
入門編④

１．表の編集 ・文字のスタイル
・表示形式の設定
・罫線の設定
・セルの網掛け

臼臼月臼渦日 臼碓:碓碓

～臼渦:碓碓

E x c e l

入門編⑤

１．データの保存
２．印 刷

３．練習問題

パソコン講習会日程表

（
詳
し
く
は
折
り
込
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

（木）

（金）

（土）

（日）

（水）

（木）

（木）（日） （木） （木） （木）



臼渦

クリーン情報－リサイクルで豊かな未来－

９月３日は全町一斉清掃日

粗大ゴミの出し方

１戸に３個程度とします。

手 数 料

１個につき臼碓碓円

支 払 方 法

保健部長にて「えふ」を購入できない場

合は、手数料を当日ご持参ください。

えふの使用方法

名前を記入し粗大ゴミにくくり

つけてください。

粗大ゴミ回収を年２回に行ってきましたが、

家電リサイクル法（通称）の施行により平成臼嘘

年度から方法等が変更されます。今年最終の粗

大ゴミの回収です。時間厳守で行いますのでご

協力ください。

日時 平成臼渦年９月３日

午前８時～午前臼臼時

場所 農村環境改善センター裏駐車場

家庭の粗大ゴミの

回収について

・産業廃棄物および事業系廃棄物は、取扱いで

きませんのでご了承ください。

例 車両・建設廃材・ガスボンベなどの

危険なもの・毒物などの危険なもの

・雨天の場合は、第２日曜日に延期することも

あります。

・問い合わせ先 勝浦町住民課 ２－１５０１

平成臼嘘年度から特定家庭用機器商品化法（家

電リサイクル法）の施行により、古くなった

テレビ・エアコン・冷蔵庫・洗濯機の引き取

りが、小売業者・製造業者に義務付けられま

すので、買い替え時には小売業者に引き取っ

てもらうようにしましょう。ただし、有償と

なりますが、ご協力ください。

不
用
犬
の

引
き
取
り
日

【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が

増
え
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
や
捨
て

犬
は
社
会
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
責

任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
て
な
い
犬
は
、
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

九
月
六
日

九
月
二
十
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

（水）
（水）

（日）



９月 あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（４日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西
中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所
掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（臼臼日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（臼姥日）

生 名

〃

久 国

棚 野
〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 豆 腐 屋 さ ん 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横
パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（渦欝日）

横 瀬

〃

〃
〃

〃

〃

与川内

坂 本
〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東
旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横
消 防 詰 所 横

９月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（５日）

石 原
沼 江
掛 谷
山 西
中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横
沼 江 集 会 所 前
掛 谷 集 会 所 前
山西集会所横の自転車置場付近
農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（臼渦日）

今 山
黒 岩
星 谷
中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横
運 動 場 入 口（小屋の横）
星谷橋北詰のゴミフェンス横
中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（臼厩日）

生 名
久 国
棚 野
〃
〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）
久 国 集 会 所 前
河川敷のゲートボール場横
大 井 堰 碑 の 前
勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横
前田さん宅前ゴミフェンス横

第

四

火

曜

日

（渦蔚日）

横 瀬
〃
〃
〃
〃
〃

与川内
坂 本
〃
〃
〃
〃

前 川 集 会 所
小倉新平さん宅前三さ路
広 瀬 清 さ ん 宅 東
旧 農 協 跡 地
花 棚 宗 一 さ ん 宅 東
中 田 歯 科 駐 車 場
旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前
佐野さん宅前ゴミフェンス横
田 村 さ ん 宅 前
久 保 の 内 フ ェ ン ス 横
長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横
ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

臼嘘

クリーン情報 －家庭ゴミ 出す前に分別チェック－

毎年６月から９月までの第１日曜日を全町一斉清掃日と定め、環境衛生の保全、環境美化の向

上にご協力いただき「住んでよく訪れてよいまち」づくりに成果をあげています。本年も最終

の全町一斉清掃日として９月３日を予定しています。各地区の区長さんや保健部長さんの指

示に従って、地区の実情にあった方法で、一戸に一人は参加いただき、ご協力をお願いします。

星

谷

地

区



夏
来
れ
ば
夏
の
姿
で
浮
か
び
来
る
夫
の
面
影

を
今
宵
も
顕た

た
す

横
瀬

平
山
美
千
江

〈
評
〉
遺
さ
れ
た
妻
に
と
っ
て
は
夫
と
の
生

前
の
生
活
が
な
に
よ
り
も
の
慰
め
に
な

り
、
励
ま
し
に
も
な
る
。
四
季
を
通
じ

て
の
思
い
出
は
尽
き
な
い
。「
夏
の
姿
で

浮
か
び
来
る
夫
」
に
暑
が
り
の
汗
か
き

で
あ
っ
た
あ
り
し
日
の
夫
を
思
う
。
い

い
歌
で
あ
る
。

隣
組
の
日
帰
り
旅
行
に
弾
み
ゆ
く
想
い
出
話

に
亡
父
の
名
も
出
づ

横
瀬

丸

関

朋

子

〈
評
〉
隣
組
の
日
帰
り
旅
行
、
バ
ス
の
中
で

話
が
は
ず
む
。
お
年
寄
り
は
戦
争
の
な

い
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
い
い
、
む
か

し
話
の
最
中
に
ふ
っ
と
亡
父
の
名
が
出

た
。
作
者
に
は
知
ら
な
か
っ
た
な
つ
か

し
い
父
の
噂
。「
亡
父
の
名
も
出
づ
」
が

効
果
的
。

バ
イ
ク
の
籠
に
い
つ
乗
り
い
し
か
雨
蛙
郵
便

局
へ
往
復
を
す
る

棚
野

島

つ
と
む

〈
評
〉
郵
便
局
へ
行
こ
う
と
バ
イ
ク
に
近
づ

く
と
籠
の
中
に
雨
蛙
が
い
る
。
悪
い
こ

と
も
し
な
い
蛙
だ
か
ら
追
わ
ず
に
置
く
。

す
る
と
帰
り
も
や
は
り
籠
の
中
。
だ
か

ら
「
郵
便
局
へ
往
復
を
す
る
」
と
歌
っ
て

親
し
み
の
あ
る
お
も
し
ろ
い
歌
で
あ
る
。

糠
床
を
守
る
は
老
い
の
務
め
よ
と
紫
し
た
た

る
茄
子
を
漬
け
こ
む

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

〈
評
〉
こ
の
歌
の
す
ば
ら
し
さ
は
「
糠
床
を

守
る
は
老
い
の
務
め
よ
」
と
自
分
を
肯

定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た

人
に
よ
っ
て
日
本
の
食
事
は
美
味
で
健

康
的
に
維
持
さ
れ
て
き
た
の
だ
。「
紫
し

た
た
る
茄
子
」
に
食
欲
が
そ
そ
ら
れ
る
。

口
紅
の
付つ

き
た
る
マ
ス
ク
置
か
れ
い
て
防
除

着
脱
ぎ
た
る
嫁
の
憩
え
る生

名

柳

田

末

子

〈
評
〉「
防
除
着
脱
ぎ
」
と
あ
る
か
ら
害
虫
の

予
防
か
何
か
の
消
毒
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
す
が
若
い
お
嫁
さ
ん
は
仕
事
に
も
ち
ゃ

ん
と
口
紅
を
つ
け
て
い
る
。
防
除
着
と

一
緒
に
外は

ず

し
た
マ
ス
ク
に
口
紅
が
つ
い

て
い
た
と
い
う
可
愛
ら
し
い
歌
だ
。

雨
風
も
乾
き
も
知
ら
ず
水
中
花
わ
れ
の
机
上

に
夏
を
演
ず
る

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

暑
き
昼
戻
り
し
吾
に
老
犬
が
寝
そ
べ
り
し
ま

ま
半
眼
開
く

中
山

山

下

房

雄

雨
続
く
予
報
に
じ
ゃ
が
薯
掘
り
上
げ
し
夜
半

の
雨
音
や
す
ら
ぎ
て
聴き

く
横
瀬

林

と
み
え

店
内
に
造
花
の
あ
じ
さ
い
飾
ら
れ
て
冷
房
い

さ
さ
か
効
き
す
ぎ
て
い
る

横
瀬

日

下

克

子

母
の
名
の
薬
袋
か
と
伸
ば
す
手
の
ふ
と
止
り

た
り
逝
き
た
る
母
よ

沼
江

森

脇

光

子

日
曜
の
朝
餉
の
あ
と
で
書
く
日
記
は
昨
日
の

わ
れ
を
客
観
化
し
て

棚
野

田

中

久

子

柏
餅
の
香
り
車
中
に
広
が
り
て
「
孫
」
口
ず

さ
み
つ
つ
娘
ら
に
届
け
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

山
に
生
く
る
吾
に
奏
で
る
応
援
歌
朝
は
小
鳥

に
夕
べ
は
涼
風

坂
本

木

下

茂

子

強
風
に
繕
い
や
り
し
烏
の
巣
に
今
朝
は
か
す

か
な
雛
の
声
す
る

棚
野

田

中

茂

子

ま
だ
寒
き
朝
戸
を
繰く

れ
ば
渓
流
に
鮎
釣
る
人

見
ゆ
解
禁
の
朝

立
川

堀

梅

子

用
水
の
堰せ

き

落
つ
る
水
涼
し
げ
と
散
歩
の
人
ら

汗
拭
い
言
う

横
瀬

広
安
美
枝
子

忘
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
思
い
つ
物
置
き
て
や

は
り
忘
れ
し
と
き
は
哀
し
き

棚
野

殿

川

早

苗

想
い
出
は
ネ
オ
ン
か
が
や
く
夜
の
街
風
来
坊

の
道
頓
堀
よ

横
瀬

錦

内

常

一

鶯
の
真
似
し
て
口
笛
吹
き
お
れ
ば
オ
ー
ム
返

し
に
返
事
の
来
た
る

坂
本

山

口

昭

市

末
っ
子
は
鬼
ば
か
り
な
る
か
く
れ
ん
ぼ
「
も

う
い
い
か
い
」
と
声
あ
ら
く
す
る

中
山

栗

城

絹

毎
月
の
老
友
新
聞
た
の
し
み
て
吾
が
投
稿
の

歌
さ
が
し
い
る

棚
野

英

見

間は
ざ

植う

え
も
終
え
し
田
ん
ぼ
の
畦
に
立
ち
黄
金

の
波
を
心
に
描
く

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

臼唄

松

並

武

夫

選

次
回
作
品
募
集

九
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

十
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月



臼欝

駐在所
だより

例
年
、
夏
休
み
明
け
前
後
の
時
期
は
、
少
年
の
家

出
が
多
発
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

家
出
し
た
少
年
に
つ
い
て
は
、
家
出
中
の
生
活
費
を

得
る
た
め
、
テ
レ
ク
ラ
を
利
用
し
て
暴
力
団
や
素
行

不
良
者
等
か
ら
性
的
な
被
害
を
受
け
た
り
、
風
俗
営

業
店
等
に
お
い
て
深
夜
ま
で
接
客
業
務
に
従
事
さ
せ

ら
れ
た
り
、
覚
せ
い
剤
な
ど
の
使
用
を
強
要
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
警
察
で
は
、
家
出
少
年
が
犯
罪
に
陥
ら

な
い
う
ち
に
、
ま
た
、
福
祉
犯
の
被
害
な
ど
に
遭
わ
な

い
早
い
時
期
に
発
見
、
保
護
す
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

徳
島
県
警
察
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
年

補
導
員
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
少
年
に
関
す
る
家
出
、

非
行
、
い
じ
め
、
犯
罪
被
害
等
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

少
年
非
行
の
傾
向
は
戦
後

第
四
波
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す

い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〇
八
八
―
六
二
三
―
七
三
二
四

二
十
四
時
間

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

〇
八
八
―
六
二
五
―
八
九
〇
〇

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
六
時
ま
で（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

■
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
必
要
性
、
着
用
効
果
を

認
識
し
、
自
発
的
な
安
全
意
識
に
基
づ
き
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
す
る
と
と
も
に
、
助

手
席
だ
け
で
な
く
後
部
席
同
乗
者
に
も
着
用
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

■
子
ど
も
を
乗
車
さ
せ
る
と
き
は
、
保
護
者
の
責

任
と
し
て
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
、
事

故
か
ら
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
は
次
の
三
タ
イ
プ

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
型
の
乳
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

・
イ
ス
型
の
幼
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

・
座
布
団
型
の
学
童
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

が
あ
り
ま
す
が
、
い
く
ら
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

を
使
用
し
て
い
て
も
、
子
ど
も
の
体
格
に
合
っ

て
い
な
け
れ
ば
安
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
子
ど
も
の
成
長
に
応

じ
て
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
正
し
く
取
り
付
け
な

け
れ
ば
効
果
を
発
揮
し
ま
せ
ん
の
で
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
み
、
ぐ
ら
つ
か
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
と
座
席
に
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

取
り
付
け
位
置
は

後
部
座
席
が
安
全
で

す
が
、
や
む
を
得
ず

助
手
席
に
取
り
付
け

る
場
合
に
は
、
座
席

を
一
番
後
ろ
ま
で
下

げ
前
向
き
に
取
り
付

け
ま
し
ょ
う
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

■
高
齢
者
が
被
害
に
遭
う
交
通
事
故
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
中
で
も
歩
行
中
や
自
転
車
利
用
中
の
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、「
交
通
安
全
三
則
」

の
普
及
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
が
関
与
す
る
身
近
に
起
き
た
事
故
事
例
等

に
つ
い
て
家
庭
で
話
し
合
い
、
各
自
が
交
通
安
全

意
識
を
高
め
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
な
ど
交
通

事
故
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
家
族
ぐ
る
み
で

推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
運
転
者
の
方
は
、
参
加
・
体
験
・
実
践
型
交

通
安
全
教
育
や
運
転
適
性
診
断
を
積
極
的
に
受
け
、

自
己
の
運
転
適
応
能
力
を
把
握
し
て
、
身
体
機
能

の
変
化
に
応
じ
た
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
を
励
行
す

る
と
と
も
に
、
七
十
五
歳
以
上
の
運
転
者
は
、
で

き
る
限
り
高
齢
運
転
者
標
識
を
表
示
し
ま
し
ょ
う
。

■
通
行
に
支
障
の
あ
る
高
齢
歩
行
者
を
見
か
け
た
ら

一
時
停
止
ま
た
は
徐
行
し
て
そ
の
通
行
を
妨
げ
な

い
よ
う
に
し
、
高
齢
運
転
者
標
識
を
表
示
し
て
い

る
車
に
対
し
て
は
幅
寄
せ
や
無
理
な
割
り
込
み
を

せ
ず
、「
思
い
や
り
」
と
「
譲
り
合
い
」
の
心
を
持
っ

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
正
し
い
通
行
の
励
行

（
歩
道
通
行
、
路
側
帯
通
行
）

・
横
断
時
の
右
、
左
の
安
全
確
認

・
明
る
い
服
装
、
反
射
材
の
着
用

交通安全
３ 則

秋の全国交通安全運動平成12年 ９月21日
▼

９月30日－交通安全・地域で・家庭で・職域で－

心の扉を開く
子ど

もの目線で

重点
目標

重点
目標



臼蔚

児
童
用

・
科
学
忍
者
隊
ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン
１
・
２

・
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
キ
ッ
ズ

（
雲
の
上
に
は
）

（
び
っ
く
り
大
騒
動
）

・
パ
ン
ダ
コ
パ
ン
ダ

・
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん

（
ご
町
内
は
大
に
ぎ
わ
い
）

（
た
ま
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
大
決
心
!?

）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

臼碓 臼臼 臼渦 臼嘘 臼唄 臼欝 臼蔚

臼鰻 臼姥 臼厩 渦碓 渦臼 渦渦 渦嘘

渦唄 渦欝 渦蔚 渦鰻 渦姥 渦厩 嘘碓

期

日

九
月
六
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

講

師

真
鍋
住
資
先
生

場

所

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

身
近
な
薬
草
で
、
健
康
保
持
の
た
め

の
お
話
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お

待
ち
い
た
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
面
白

く
楽
し
い
講
演
会
で
す
。

図書館だより

・
燃

え

る

頬

久

世

光

彦

・
永

遠

の

森

菅

浩

江

・
青

狼

記

楡

周

平

・
あ
の
世
と
こ
の
世

永

六

輔

・
お
吉
写
真
帖

安
部
龍
太
郎

・
ま
ほ
ろ
ば
の
疾
風

熊

谷

達

也

・
あ
や
し
～
怪
～

宮
部
み
ゆ
き

・
海
峡
の
蛍
火

杉

洋

子

・
慚
愧
の
淵
に
眠
れ

松

本

賢

吾

・
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
と
私

楠

見

朋

彦

・
ヒ
ガ
シ
く
ん
の
タ
タ
カ
イ

群

よ
う
こ

・
緊
急
発
言
い
の
ち
へ
Ⅰ

松

田

邦

男

・
ハ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ス
テ
ィ
ー
ル

芦
原
す
な
お

・
麦
の
海
に
沈
む
果
実

恩

田

陸

・
年
金
の
す
べ
て

宮

武

剛

・
薬
が
効
か
な
い

中

島

祥

吉

・
こ
れ
で
バ
ッ
チ
リ

ネ
ッ
ト
で
友
達

傍

嶋

恵

子

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
楽
々
活
用
ガ
イ
ド

村
上
み
ゆ
き

・
活
性
酸
素
・
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
の
す
べ
て

吉
川
敏
一

他

・
カ
ラ
ダ
快
適
即
効
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
新
ご
み
教
養
学
な
ん
で
も
Ｑ

Ａ

石

川

禎

昭

・
は
じ
め
て
の
一
眼
レ
フ
写
真

中

野

正

皓

・
辛
い
レ
シ
ピ

超
お
い
し
い

お
お
う
き
ち
ひ
ろ

・
和
食
の
お
か
ず

福

山

秀

子

・
カ
レ
ー
大
全
科

浜

内

千

波

・
毎
日
持
ち
た
い
手
さ
げ
バ
ッ
グ

藤
田
久
美
子

新
刊
紹
介

薬
草
講
演
会

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し
ま
っ

て
い
る
時
は
、
返
却
本
は
玄
関
前
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

９月

一

般

・
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
１

・
秘
密
の
花
園

・
ジ
ョ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
を
よ
ろ
し
く

・
エ
リ
ザ
ベ
ス

・
秘
密
処
刑
官

・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

・
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
ト
レ
イ
ン

・
ト
ゥ
ル
ー
・
ク
ラ
イ
ム

・
ド
ク
タ
ー
・
ド
リ
ト
ル

・
エ
バ
ー
・
ア
フ
タ
ー

・
敦

煌

・
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク

・
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

・
媚

薬

・
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ

・
新
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
専
科

・
虹
を
つ
か
む
男

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
イ
ン
・
ア
・
ボ
ト
ル

―
ビ
デ
オ
紹
介
―

十
四
日
の
徳
島
新
聞
に
も
紹
介
さ

れ
、
図
書
館
は
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
今
回
の
催
し
に
ご
多
忙
な
と
こ

ろ
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆

様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

化 石 展 ８月臼嘘日～

町内今昔写真展 渦碓日

原爆写真展

盛大裡に終わる

行
事
と
休
館
日

子
ど
も
映
画
会

二
日

午
後
二
時
か
ら

内
容
は
お
た
の
し
み
に

薬
草
講
演
会

六
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
階
視
聴
覚
室

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
四
日

午
後
二
時
か
ら

県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

六
日
・
十
三
日
・
二
十
日
・
二
十
七
日

（土）

（日）

（水）

（水）



臼鰻

勝
浦
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
年
齢
が
四
十
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
方
。
た
だ
し
、

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
方
法

印
か
ん
を
ご
持
参
の
う
え
、
勝

浦
町
税
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

健
康
な
と
き
こ
そ
、年
一
回
の
健
診
を

受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
（
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
）

※詳しくは役場税務

課国保係までお問

い合わせください

国保はみなさんの保険税で
成り立っています

保険税は、国保の収入の約４割を占

めています。

国保が運営できるのは、みなさんの

保険税のおかげです。

検
査
項
目

・
内
科
診
察

血
圧
測
定
、
身
体
測
定

・
外
科
診
察

甲
状
腺
、
乳
ガ
ン
検
診

・
尿

検

査

蛋
白
、
糖
、
ウ
ロ
ビ

リ
ノ
ー
ゲ
ン
、
潜
血

・
便

検

査

ヒ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

・
血
液
検
査

赤
血
球
数
、
白
血
球

数
、
血
色
素
数
、
血
小
板
数
、
ヘ

マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
Ｇ

Ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
、
Ｌ
Ｄ
Ｈ
、
ｒ
―

Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
Ｚ
Ｔ
Ｔ
、
Ｔ
―
Ｂ
ｉ
Ｌ
、

Ｌ
Ａ
Ｐ
、
Ｔ
Ｐ
、
蛋
白
分
画
、
Ｔ
―

Ｃ
Ｈ
Ｏ
、
Ｔ
Ｇ
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
、
Ｕ
Ａ
、

Ｎ
ａ
、
ｃ
ｌ
、
Ｋ
、
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
、
血
糖
、
Ｈ
Ｂ
Ｓ
抗
原
、
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗

体
Ⅲ

・
Ｘ
線
及
び
超
音
波
検
査

胸
部
単

純
撮
影
、
胃
・
十
二
指
腸
造
影
撮

影
、
腹
部
超
音
波

・
心
臓
検
査

心
電
図

費

用

三
万
六
千
円

（
自
己
負
担
五
千
四
百
円
、

補
助
金
額
三
万
六
百
円
）

医
療
機
関

国
民
健
康
保
険
勝
浦
病
院

期

間

平
成
十
二
年
九
月
十
九
日
か
ら

同
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
の

病
院
指
定
日

募
集
人
員

五
十
名

（
申
し
込
み
順
と
し
ま
す
）

人
間
ド
ッ
ク

検
査
項
目

神
経
学
的
検
査
、
高
次
脳
機
能
、
血
小

板
凝
集
脳
検
査
、
聴
力
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

（
脳
の
断
面
図
）、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
脳
血
管
の
画

像
診
断
）
頚
部
頚
動
脈

費

用

四
万
九
百
五
十
円

（
自
己
負
担
六
千
円
、

補
助
金
額
三
万
四
千
八
百
五
十
円
）

医
療
機
関

阿
南
共
栄
病
院

期

間

平
成
十
二
年
九
月
七
日
か
ら

同
年
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
の
木
曜
日
で

病
院
指
定
日

募
集
人
数

三
十
名
（
申
し
込
み
順
と
し
ま
す
）

脳

ド

ッ

ク

対象者



臼姥

みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの他

４ 月
骨 粗 鬆 症 検 診
健 康 教 室 ９:碓碓～臼欝:碓碓 久国集会所 嘘碓歳以上の女性

受診料 ～欝碓碓円
健康手帳、問診票

５ 火 糖 尿 病 教 室 ９:嘘碓～臼欝:碓碓 沼江センター
健診の結果等で糖尿病の
疑いのある人

健 康 手 帳

６ 水
骨 粗 鬆 症 検 診
健 康 教 室 ９:碓碓～臼欝:碓碓 掛谷集会所 嘘碓歳以上の女性

受診料 ～欝碓碓円
健康手帳、問診票

７ 木 コレステロール教室 ９:碓碓～臼唄:碓碓 星谷集会所
コレステロール、中性脂
肪の高い人

健 康 手 帳

８ 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 臼嘘:嘘碓～臼唄:碓碓 農村環境改善
セ ン タ ー

平成９年３月１日から６
月嘘碓日までに生まれた子

母子健康手帳
問 診 票

11 月

巡 回 結 核 検 診 ９:嘘碓～臼蔚:碓碓 町内巡回（別表） 臼厩歳以上の住民 料 金……無 料

骨 粗 鬆 症 検 診
健 康 教 室

９:碓碓～臼欝:碓碓
今山ふれあい
交 流 館

嘘碓歳以上の女性
受診料 ～欝碓碓円
健康手帳、問診票

13 水
骨 粗 鬆 症 検 診
健 康 教 室 ９:碓碓～臼欝:碓碓

農村環境改善
セ ン タ ー 嘘碓歳以上の女性

受診料 ～欝碓碓円
健康手帳、問診票

18 月

骨 粗 鬆 症 検 診
健 康 教 室

９:碓碓～臼欝:碓碓 横瀬集会所 嘘碓歳以上の女性
受診料 ～欝碓碓円
健康手帳、問診票

巡 回 結 核 検 診 ９:嘘碓～臼欝:嘘碓 町内巡回（別表） 臼厩歳以上の住民 料 金……無 料

19 火
骨 粗 鬆 症 検 診
健 康 教 室

９:碓碓～臼欝:碓碓 勝 浦 会 館 嘘碓歳以上の女性
受診料 ～欝碓碓円
健康手帳、問診票

21 木 糖 尿 病 教 室 ９:嘘碓～臼欝:碓碓 棚野集会所 健診の結果等で糖尿病の
疑いのある人

健 康 手 帳

22 金 １ 歳 児 健 康 診 査 臼嘘:嘘碓～臼唄:嘘碓 勝 浦 病 院
平成臼臼年５月１日から８
月嘘臼日までに生まれた子

母子健康手帳

25 月
骨 粗 鬆 症 検 診
健 康 教 室

９:碓碓～臼欝:碓碓 生名センター 嘘碓歳以上の女性
受診料 ～欝碓碓円
健康手帳、問診票

26 火
骨 粗 鬆 症 検 診
健 康 教 室 ９:碓碓～臼欝:碓碓 中角集会所 嘘碓歳以上の女性

受診料 ～欝碓碓円
健康手帳、問診票

９月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

森 脇 聡
そう

哉
や

くん 滉
ひろ

人
と

くん 直
なお

輝
き

くん
10ヶ月 ５歳 ３歳

骨
粗
鬆
症
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

骨
粗
鬆
症
と
は
、
私
た
ち
の
体
を
支
え
る

骨
の
量
が
減
っ
て
ス
が
通
っ
た
よ
う
に
ス
カ

・

ス
カ
に
な
る
病
気
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
骨

粗
鬆
症
に
な
る
と
、
骨
折
し
や
す
く
な
っ
た

り
、
背
中
が
曲
が
っ
た
り
、
腰
や
背
中
が
痛

み
だ
す
等
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

骨
量
は
男
女
と
も
三
十
か
ら
四
十
歳
代
に

減
少
し
、
特
に
女
性
は
閉
経
後
、
急
激
に
減

少
し
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
若
い
と
き
か
ら
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、

自
分
の
骨
量
の
状
態
を
知
り
、
日
常
生
活
に

注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
勝
浦
町
で
は

骨
粗
鬆
症
検
診
を
八
月
か
ら
各
地
区
を
巡
回

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
九
月
以
降
の
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
時
間

午
前
九
時
か
ら
十
時

検
診
料
金

五
百
円

た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
、
町

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
。

受
付
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課
保
健
婦

二
―
一
五
〇
二

十
一
月
八
日

十
一
月
六
日

十
月
十
六
日

月

日

水 月 月 曜
日

星
谷
集
会
所

棚
野
集
会
所

中
山
集
会
所

場

所



臼厩

地 区 場 所 時 間

九
月
十
一
日

棚 野 棚 野 集 会 所 横 ９:嘘碓～臼碓:嘘碓
中 山 中 野 功 さ ん 宅 前 臼碓:唄碓～臼臼:唄碓
石 原 石 原 集 会 所 臼渦:唄碓～臼嘘:唄碓
山 西 ＪＡ東とくしま生比奈支所 臼嘘:欝碓～臼唄:嘘碓
中 角 農 村 婦 人 の 家 臼唄:唄碓～臼欝:渦碓
久 国 役 場 前 臼欝:嘘碓～臼蔚:碓碓

九
月
十
八
日

生 名 い ち ょ う の 木 ９:嘘碓～臼碓:嘘碓
棚 野 喜 楽 苑 前 臼碓:唄碓～臼臼:唄碓
久 国 役 場 前 臼渦:欝碓～臼嘘:嘘碓
横 瀬 ＪＡ東とくしま勝浦支所 臼嘘:唄碓～臼唄:唄碓
坂 本 坂 本 集 会 所 臼唄:欝碓～臼欝:嘘碓

平成12年度 巡回結核検診日程表

先月の広報でお知らせしましたが、今月も引き続き

巡回結核検診を行います。総合健診や医療機関等でま

だ受診されていない方は、この機会にぜひ受診し、年

に一度は必ず検診を受けるようにしましょう。

日程は右のとおりです。

・検 診 料 無 料

・受診される方は、当日、ボタンや金具
のついていない服装でおこしください。

結核検診は必ず年1回は受けましょう

これはどれにあてはまるかな？

去
る
八
月
九
日
親
子
健
康
教
室
を
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
体

育
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
勝
浦
町
に
お
け
る

（
四
月
現
在
）
学
童
の
肥
満
の
状
況
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

学
童
期
の
肥
満
は
、
生
活
習
慣
の
改

善
を
し
な
い
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
そ

の
八
〇
％
が
成
人
へ
の
生
活
習
慣
病
に

移
行
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
早
期
か
ら
の
生
活
改
善
を
図

る
た
め
、
親
子
健
康
教
室
を
地
域
、
学

校
、
医
療
機
関
、
食
生
活
推
進
員
、
行

政
等
が
連
携
の
も
と
実
施
し
、
子
ど
も

五
人
と
保
護
者
等
六
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

内
容
は
、
最

初
に
計
測
を
行

な
い
昨
年
の
反

省
を
踏
ま
え
て

親
子
共
に
理
解

し
や
す
い
も
の

と
い
う
こ
と
で
、

三
木
、
青
木
両

小
学
校
養
護

教
諭
の
指
導

に
よ
り
、
親

子
で
考
え
よ
う

健
康
ク
イ
ズ

に
し
ま

し
た
。
手
作
り
さ
れ
た
教
材
は
、
親
し
み

深
く
質
問
に
対
し
て
は
、
親
子
で
顔
を
見

合
わ
せ
て
考
え
る
シ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
場
所
を
体
育
館
か
ら
改
善
セ
ン

タ
ー
に
移
し
、
ア
イ
デ
ア
健
康
食
に
つ

い
て
播
磨
、
仁
木
栄
養
士
か
ら
食
事
の

基
本
に
つ
い
て
原
点
か
ら
学
び
ま
し
た
。

我
が
子
の
一
日
の
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

ど
の
よ
う
に
出
す
の
か
？
準
備
し
た
資

料
を
元
に
そ
れ
ぞ
れ
が
計
算
を
し
ま
し

た
。（
こ
の
計
算
さ
れ
た
ご
飯
の
量
を
試

食
時
に
使
用
）

ア
イ
デ
ア
料

理
（
野
菜
や
低

カ
ロ
リ
ー
の
も

の
等
を
使
っ
て
）

に
は
、
食
生
活

改
善
推
進
員
さ

ん
四
名
の
協
力

を
い
た
だ
き
手

際
よ
く
準
備
さ
れ
ま
し
た
。
推
進
員
さ

ん
か
ら
は
、
健
康
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
食
事
の
部
分
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
大
変
勉
強
に
な
っ
た
と
の
温
か
い
声

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
に
教
室

に
参
加
し
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
、
そ
の
中

か
ら

・
子
ど
も
に
わ
か
る
よ
う
話
を
し
て
も

ら
え
た
の
で
関
心
が
も
て
た
と
思
う
。

・
献
立
が
工
夫
さ
れ
て
参
考
と
な
っ
た
。

・
お
菓
子
に
沢
山
の
カ
ロ
リ
ー
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
健
康
体
操
は

気
軽
に
で
き
そ
う
な

の
で
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
た
。

・
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る
よ
う
努

力
し
よ
う
と
思
う
。

・
カ
ロ
リ
ー
の
目
安
表
を
参
考
に
献
立

を
考
え
よ
う
と
思
う
。

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
反
省
と
し
て
、
参
加
者
が
少

な
か
っ
た
為
、
本
当
に
教
室
へ
の
参
加

が
必
要
な
人
へ
の
働
き
か
け
を
地
域
、

学
校
、
行
政
等
が
連
携
を
図
り
、
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

※
検
査
結
果
は
、
左
記
の
表
の
と
お
り

で
す
。
今
日
の
食
生
活
や
運
動
等
の

環
境
の
中
で
は
、
決
し
て
肥
満
傾
向
の

子
ど
も
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
一
度
、
家
族
団
ら
ん
の

場
で
食
事
の
み
で
な
く
生
活
全
体
を

見
返
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

年 度 平成臼臼年度 平成臼渦年度

参 加 数 臼唄 人 ５ 人

血液検査を
受けた人

９ 人 ４ 人

結果内容

・コレステロールに異
常があった人 ３人

・コレステロールと
中性脂肪に異常が
あった人 １人

・血圧が高かった人
５人

・コレステロールと
血圧に異常があっ
た人 １人

・肝機能（ＧＯＴ、Ｇ
ＰＴ）に異常があっ
た人 ２人

年 度 臼臼年度 臼渦年度

被測定者数 嘘厩蔚人 嘘蔚渦人

肥 満 度
渦碓～嘘碓％

臼唄人 渦唄人

嘘碓～欝碓％ 臼蔚人 臼渦人

欝碓％～ 臼碓人 ７人

計 唄碓人
（臼碓.臼％）

唄嘘人
（臼臼.姥％）

親
子
健
康
教
室
開
催

平成12年度

第１回

（月）

（月）



７
月
16
日
～
８
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
沼
江
字
平
間

藤

木

紘

史

（
阿
南
市

吉

岡

千

恵

お
誕
生
お
め
で
と
う

出

葉

寛

和

長
女

大
字
生
名

）

字
山
ノ
神

美

耶

文あ

加か

里り

上

村

和

也

長
男

大
字
沼
江

）

字
野
神

亜

希

和か
ず

輝き

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
坂
本
字
坂
本

宮
下
シ
ナ
ヱ（

歳
）

大
字
沼
江
字
山
路

大
栗
キ
ク
ヱ（

歳
）

大
字
生
名
字
中
道

白
草
モ
ト
子（

歳
）

大
字
沼
江
字
並
松

宮
本
政
次
郎（

歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

７
月
16
日
～
８
月
15
日

大
栗
満
寿
雄
さ
ん
（
今
山
）

宮

下

清
さ
ん
（
坂
本
）

筧

忠

幸
さ
ん
（
棚
野
立
川
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渦碓

心配ごと相談
● 日時 ９月１日

９月８日

９月臼唄日

９月渦渦日

９月渦厩日

● 時間

午前臼碓時～午後３時

● 内容

人権殴行政殴厚生殴福祉

● 場所

住民福祉センター１階相談室

平日でも受付しており

ますので、お気軽にお

問い合わせください。

（ ２－4652）

９月２日 上勝町診療所 ６－０３０２

９月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月６日 山 西 医 院 ２－３０２７

９月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月⑩日 湯 浅 医 院 ２－２００３

９月臼渦日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月臼唄日 赤 岩 医 院 ２－２００６

９月臼蔚日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月臼姥日 上勝町診療所 ６－０３０２

９月渦碓日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月渦渦日 山 西 医 院 ２－３０２７

９月 日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月渦蔚日 湯 浅 医 院 ２－２００３

９月渦姥日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月嘘碓日 赤 岩 医 院 ２－２００６

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

戸

籍

の

窓

交通事故相談日

日 時 ９月渦欝日 午前臼碓時～午後４時

（受付時間 午後３時まで）
場 所 小松島中央会館 小松島市松島町欝-蔚

碓姥姥欝嘘-渦-渦碓嘘碓
相談員 町 田 長 稔

お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階
碓姥姥-蔚渦臼-嘘渦碓碓

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表
９ 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
７ 臼唄渦臼渦姥

午後７:嘘碓～
木 木 木 木

踊 り
６ 臼嘘渦鰻

午後２:碓碓～
水 水 水

歌 謡
４ 臼姥渦欝

午後７:嘘碓～
月 月 月

生け花
５ 渦碓

午後８:碓碓～
火 水

大正琴
７ 臼唄嘘碓 木曜日は午後１ : 碓碓～

土曜日は午後６ : 30～木 木 土

習 字
１ ８ 渦渦渦厩

午後７:碓碓～
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

９月 交流講座日程
（月）

（木）

（金）

（金）

（金）
（金）

87888077




